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　教職員のための研修プログラムは。

　電子黒板の使用状況は。

　ＷＥＢ会議システムの製品仕様は。

　リモートでの作業について（働き方改革など）。

無線ＬＡＮ環境を出張所などに整備ということだが学
校設備との違いは。

　遠隔授業などの可能性は。

　休校期間における使用の想定は。

　不登校生徒への利用などは。

　特別支援教育における活用方法は。

　積極的に使える教科、そうでない教科は。

保護者向けの案内など今までプリント配布などで
行っていたものを集約化することは。また、ＰＴＡ活
動などでの活用は。

　アプリなどの使用制限について。

無線ＬＡＮなどの設備がない家庭に対しての考えに
ついて。

　使用制限などについて。

　図書館などとの連携は。

構想をどのような経緯で決定したのか。また、構想策
定の中で学校現場の声をどの程度反映させたのか。

発 言 項 目 要　　　　旨

　採用予定の製品仕様などは。

市長、教育長が考える「ＧＩＧＡスクール構想」と
は。

富士宮市におけるＧ
ＩＧＡスクール構想に
ついて
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防災や市民サービス
の向上の観点からＩＣ
Ｔ環境に対する富士宮
市の考えについて

　ＩＣＴ専門官を置くことの検討は。

富士宮市一般職員向
けのＷＥＢ会議システ
ムについて

　個人情報の取扱いマニュアルの再考は。

　役所のシステムと学校のシステムの差。

学校体育館などが避難所になっているケースが多いの
で同様のシステムを使うことを提案するがいかがか。
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